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おります。飯綱町全体が一歩一歩前進できるよう願いを込めて、質問を終了させていただきま

す。ありがとうございました。 

○議長（清水滿） 清水議員、ご苦労様でした。 

暫時休憩に入ります。再開は 14時からといたします。 

休憩 午後 １時４５分 

再開 午後 ２時００分 

 

          ◇ 樋 口   功 

○議長（清水滿） それでは休憩前に引き続き会議を再開します。一般質問を続けます。 

発言順位 10番、議席番号 11番、樋口功議員を指名します。樋口功議員。 

          〔11番 樋口功 登壇〕 

○11 番（樋口功） 議席番号 11 番、樋口功です。通告に従いまして順次質問をさせていただき

ます。 

私はここにＵターンをしまして５年目を迎えました。感じてはいたわけですけれども、特に

長電の牟礼線を走るバスを見て、だいぶ変わったな、こんな思いをいつも持っておりまして、

長野駅からこちらに来るＪＲ信越線の名前が変わったり、ｉバスなどというものは全く知りま

せんでした。 

議員になりまして、少しこの交通機関というものがどうなっているのだろうか、自分でも勉

強したくなりまして、いろいろ調べて今日に至っておりまして、不正解な部分があるかもしれ

ませんが、その辺はまたお許しをいただきますと同時に、今日は提案型の質問ということで、

若干私のしゃべりが長くなるかもしれませんが、その辺はお許しいただきたく思います。 

飯綱町におけます主要な交通機関は常時定期路線としての鉄道、いわゆるしなの鉄道北しな

の線、そしてバス路線の長電牟礼線、それからこれらを繋ぐｉバスです。ｉバスは、町の交通

空白地域、それから交通不便地域を解消し公共交通機関の公平性の観点から、基本方針として

みんなに便利で分かりやすい、環境に優しい公共交通システムを掲げまして、平成 18年６月か
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ら自治会や老人クラブ、公共交通事業者、そして見識者などで構成します町公共交通協議会に

おいて約１年４か月の間、検討に検討を重ねられ、さらに自治会長など町民代表によります町

地域公共交通会議を組織して、そこで合意をしまして、いいづな通信などでの２か月による周

知を経て、平成 19 年 10 月から新公共交通システムとして実施されており、朝夕の定時定路線

バス、それから昼間のデマンドバスの組合せにより、コストを抑えながら学生などの通学、あ

るいは高齢者などの通院、買物などの利便性が図られているものと理解しております。 

そして、昨年の 10月にこのシステムは運行開始して以来 10年を迎えました。そこで、10年

を迎えたｉバス運行につきまして、その現状と評価について町長に質問をします。 

○議長（清水滿） 峯村町長。 

〔町長 峯村勝盛 登壇〕 

○町長（峯村勝盛） お答えを申し上げます。確かに長野電鉄の路線バスだけで運行してきたバ

スについては、国のバス路線に対する補助等もございまして、何とか運用してきたわけですが、

あまりにお客さんが少なく、そして町の負担が大きく、そして空気を運ぶというような感じの

バスだということで、このデマンドバスの i バス導入は、本当に当時としては画期的な事業と

して大きく注目をされた事業でもございました。 

朝夕は学生、通勤者のために定時路線バスを使い、日中は必要な人たちだけに動くような、

そういうバスシステムを組み合わせたものでございましたけれど、当初は非常に目新しいこと

もあったり、便利さもあったりということで、お客様が結構乗車をしたわけですが、人口の減

少等も大きな原因の１つだと思いますが、現状としてはお客様の利用人数が年々低下をする中

で、バス料金は僅かでございますけれども、町の負担もそれに伴い増大をしてくるといった状

況です。 

特に長野電鉄の牟礼線の赤字補填は、大台の 1,000 万円を超える負担をしなければ長野電鉄

は運行いたしませんという厳しい状況になってございます。この状況をいかに打破していくか、

これは免許返納の人のことを考えるといった世界ではなくて、飯綱町そのものが公共交通、足

の確保を図らないで町の発展はどうにも考えられない。そういう観点から、ここへ来て大きな
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見直しを掛けながら、もう１度公共交通について考えていこうという状況だと思っております。 

○議長（清水滿） 樋口議員。 

○11番（樋口功） 数字的な何かをお持ちであれば教えていただきたいと思います。 

○議長（清水滿） 徳永企画課長。 

〔企画課長 徳永裕二 登壇〕 

○企画課長（徳永裕二） それでは数字的なことということで、少し細かいところをご説明させ

ていただきたいと思います。 

議員おっしゃるとおり、平成 19年 10月１日から iバスの運行を開始しまして、昨年度で 10

年を迎えました。平成 29年度末の iバス利用登録者でございますけれども、7,139人で人口の

63.3パーセントという非常に高い数字となっております。 

先ほどお話のありましたとおり、朝夕の定時定路線バス、それから昼間のデマンドバス、こ

れを組み合わせまして、コストを抑えながら利便性の高い運行を行ってきているというのが現

状でございます。 

この iバスの乗車実績でございますけれども、まずデマンドバスにつきましては、平成 22年

度が 1 万 5,224 人で、１日当たりにしますと 62.1 人でございました。平成 22 年度がピークで

ございまして、平成 29 年度では全体の利用者が 1 万 191 人で、１日当たりにしますと 41.6 人

と減少をしております。定時定路線バスにつきましても同様に減少をしておりまして、こちら

はあまり詳しいデータがなくて恐縮ですが、１日当たり 100 人を超えて、当初はご利用いただ

いていたわけですけれども、１年古いですが、平成 28年度の１日当たりが 84.2人と、もう 100

人を大きく割り込んできている状況でございます。 

減少している要因というのはいくつかあるかと思います。町長からも申し上げましたとおり、

人口の減というのは大きな要因ではあると思いますけれども、75歳以上の運転免許保有者数が

10年間で倍増しているというデータもございまして、高齢者の免許の保有率が高くなっている

ことから、公共交通の利用者が減少していること。また、昨年度に実施しました調査結果など

から、しなの鉄道との接続がうまく取れていないですとか、運賃の負担感が利用の障壁となっ
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ている可能性があるといったことも挙げられております。 

また、補助金を支出しているわけでございますが、i バスの運行は町内の交通事業者２社に

お願いをしておりまして、運行事業補助金という補助金を支出しております。平成 29年度でこ

の補助金が 4,582 万ほどとなっております。利用者が減少しておりますので、こちらの補助金

は年々増加傾向ということになっておりますが、この補助金でございますけれども、実は地域

の公共交通につきましては手厚く特別交付税で措置されることになっておりまして、80パーセ

ントが特別交付税で措置されているといった状況で運営しているところでございます。 

○議長（清水滿） 樋口議員。 

○11番（樋口功） 今、お話しいただきましたとおり、去年に比べて、もしかしたら若干増えて

いる可能性もある。登録者数も増えている。それから１番心配しております町の財政を圧迫す

るのではないかということも、今、お話のとおり特別交付税、いわゆるひも付きなので、言い

方は悪いけれども直接的には心配が無い。先ほど町長がおっしゃいましたように、町から足が

なくなったら町の動きがなくなってしまうので、その辺の確保という点ではこれも仕方ないの

かなと思っております。 

先ほどからおっしゃっていますように 10 年を迎えた i バス運行につきましては、町は 29 年

度から公共交通全体の見直しを行っていまして、町内バス運行全体の運行路線、あるいは運行

時刻、こういうものなど十分な検討を行うとともに、バス利用に繋げるバスマップの作成です

とか、このようなものも検討しまして、併せてしなの鉄道との連絡等も踏まえた、飯綱町に適

切な公共交通の運行体制の構築を行おうとしているものと認識しております。 

その一環としまして、昨年 11月から本年３月末まで、いわゆるみつどん号による実証運行を

行っておりました。みつどん号というのは町の中心地を走る町バスで、i バスなどで飯綱の中

心地に来た人が、通院、買物、こういうものを１日で済ませるための利用としての便利なバス、

１日６便を用意して実証したわけですが、利用客が少なく低調であったと４月の全員協議会に

報告をいただいているところでございます。 

また、その前年の 28年度には、交通体系の利便性を図ることを目的に、高齢者を対象に意識
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調査を実施しているとのことです。そこでお聞きしたいわけですが、それらの実証結果や意識

調査も含めまして、見直しの方向についてどういうふうにお考えか質問します。 

○議長（清水滿） 徳永企画課長。 

〔企画課長 徳永裕二 登壇〕 

○企画課長（徳永裕二） ご質問のみつどん号の実証運行結果ということでございますけれども、

みつどん号につきましては以前に実施しましたアンケート、高齢者の方等に実施したアンケー

ト調査でございますけれども、議員からもありました 28年度意識調査、こういったものも含め

てということでございますが、この調査で病院の受診後に利用できる移動手段が欲しいという

意見が多くございまして、この実証運行に至りました。 

実証運行につきましては、93日間のご報告はさせていただいておりますけれども、繰り返し

となりますが、93日間で延べ 393 人、１日当たりにしますと 4.2人の利用実績となりました。 

アンケート調査では要望があったわけでございますけれども、周知不足もあったと反省して

おりますが、実証運行の結果は低調であったことから現在は一旦運行を終了しているという状

況でございます。 

みつどん号につきましては、病院を受診後、議員からもお話がありましたとおり１日で用を

済ますということで、病院へ来たついでに買物をしたり、金融機関に立ち寄ったりすることを

想定しまして運行したものでございますが、お年寄りなどの意見を聞きますと、この日は病院

の日、次の日は買物の日などとしている方も多くございまして、１日にその複数の用件を足す

ということをあまりしないといった意見も聞かれました。このような結果となっているところ

でございます。 

○議長（清水滿） 樋口議員。 

○11番（樋口功） この iバスについて、多方面からはどのような評価があるのか少し調べてみ

ました。ご存知の方も多いと思いますけれども、飯綱町における i バスの運行は先ほどからの

お話のとおり平成 19 年 10 月に運行しましたけれども、このシステムについて、今から５年前

の平成 25年２月に、山形大学の人文学部法経政策学科、砂田洋志教授が研究論文、調査報告書
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になりますけれども発表しました。 

23 年から 24 年に掛けて当町に滞在し、現在、税務会計課長の馬島さんがお世話したようで

ございますけれども、町の新公共交通システムについて、その成り立ちから当時の運行状況、

それから利用者の声などの実態を詳しく調査されて、長野県飯綱町の公共交通システムに関す

る調査報告という題で発表しました。 

この内容については、時間の都合上、詳しく説明できませんけれども、まとめ部分だけを紹

介したいと思います。 

デマンドバスの運行システムが、通信機能を有しないにもかかわらず十分に機能している。

朝夕に通勤、通学のための利用者用として 10台の定時定路線バスを運行し、昼間に高齢者の通

院と買物を目的とする利用者のためのデマンドバスを運行するシステムへ変更した。これによ

り、町からの財政支出を抑えることができた上に利用者にとって便利なシステムが誕生した。 

町のデマンドバスの最大の特徴は通信機能を持たない運行システム、いわゆる費用が安いと

いうことです。これを利用していること。町の地形がすり鉢型であって中心部が１つしかない、

中心部と周辺部との往復に 90分を割り当てている。デマンドバスの運行と予約センターが近い、

そういうことから通信機能がなくてもデマンドバスを十分に運行させることが可能である。 

どこの市町村でも交通事情が厳しく、何らかの改革が必要となっているが、市町村の特性や

住民の希望を活かし、できるだけ少ない費用で多くの成果が得られるような公共交通システム

の導入が求められている。その点で飯綱町の i バスは１つの良い例となると非常に高い評価で

報告されております。 

もちろん、年ごとに利用者が減ってきてはいるわけですけれども、この利用者を増やすため

の方策としましては、こういうような評価を受けているものですから、ハード面ではもうこれ

以上ない素晴らしいものではないかと認識しております。そうすると、その他の改善点として

は先ほど話しましたバスマップの配布、こんなようなことも１つの工夫になるのかなと思いま

す。 

現行の運行時刻表、27 年３月 14 日改正のこの時刻表で網羅されておりますけれども、これ
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はこれで良いのですが、少し色を付けたり見やすくしても良いと思います。それから予約セン

ターでは、現在、現場での工夫としまして、さらにその便を特定した小さな時刻表を作り、そ

れを配布しています。これも良いと思います。これが薄いコピーの用紙なものですから、もう

少し厚くして、小さく長く持ち歩きできるように工夫しても良いのではないかと思います。ま

た、転入者が増える中で、役場での転入手続、こういう機会を捉えまして i バス関係書類の配

布をすることも利用者を増やす大切なことだと思っております。 

次に、日本全体の人口が減少しまして地方から都市圏への移住、人口流出が続き、地方の活

力が失われつつある現状において、人口減少への対策については１つの自治体のみで完結でき

ない課題も多くなっています。そういうことで、近隣市町村が互いの強みを生かして弱みを補

いながら連携して取り組むことが必要との考えから、平成 26年に自治法が改正されまして、現

在、当地域においては長野市を中心に飯綱町など９市町村で長野地域連携中核都市圏を構成し

ています。そして、28 年３月 29 日に飯綱町は長野市と協約しまして、その１つとして、結び

付きやネットワークの強化を図るとして、民間等バス路線の再編など地域公共交通ネットワー

クの調査、研究、形成等に向けた取組を行うこととしました。 

そこで、町長にお伺いいたします。これまでにこの地域公共交通連携に関して、その協議を

進めておられると思いますけれど、どのようなことを協議なされておりますか。また、今後の

その連携の方向性について、今回、もしお示しできる部分があれば教えていただきたいと思い

ます。 

○議長（清水滿） 徳永企画課長。 

〔企画課長 徳永裕二 登壇〕 

○企画課長（徳永裕二） 事務的なことでございますので、私からお答えをさせていただきたい

と思います。 

議員からお話のありました地域公共交通ネットワークの調査、研究、形成等に向けた取組と

いうことでございますけれども、長野市との連携中枢の取組で行っているものでございます。 

この取組については２つの事業がございまして、１つは圏域内の公共交通網構築事業、もう
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１つは公共交通利便性向上事業、この２つとなっております。現在、この一方でございます公

共交通利便性向上事業において、長野市との連携で事業内容となっている長野市公共交通活性

化再生協議会という協議会があるわけですけれども、ここが構築、運営しておりますバスの共

通ＩＣカード、ＫＵＲＵＲＵというＩＣカードがございますけれども、この利用可能範囲の拡

大、これを進めていこうということで協議を行っております。２つの事業のうちの片方の事業

で、このＫＵＲＵＲＵの範囲の拡大を進める、こういった協議を行っているところでございま

す。 

具体的に申し上げますと、本年度の予算の審議の際にもご説明させていただいておりますけ

れども、本年 10月にこのＫＵＲＵＲＵを利用した高齢者用のバスＩＣカード、事前に一定金額

をこのカードにチャージをしておくというものでございますけれども、これを導入する予定で

ございまして、70歳以上の方がこのＩＣカードを使いまして、長電バス牟礼線などを利用した

場合、通常運賃に比べまして７割ほど運賃が安くなり、運賃は最大 200 円でご利用いただける

ようになるというものでございます。 

例えば、飯綱営業所から長野駅までの通常運賃ですと、700 円になるわけでございますけれ

ども、本カードを使いまして乗車していただきますと、最大の運賃 200 円で長野まで行ってい

ただけるというものでございます。現在は、この制度の導入に向けて協議、調整を長野市と連

携で進めております。 

また、この取組につきましては、高齢者の移動手段の確保とともに地域間交流の促進やバス

の利用者の増加を目指すというものでございまして、先ほど２つの事業があると申し上げまし

たけれども、もう１つの事業であります圏域内の公共交通網構築事業、こちらの成果指標、Ｋ

ＰＩが長野市と当町を結ぶ牟礼線の維持ということにもなっており、この維持にも繋がるもの

でございまして、この２事業に関連性を持たせて事業の取組を進めているところでございます。 

それから、今後の方向性でございますけれども、このバスの共通ＩＣカード、ＫＵＲＵＲＵ

でございますけれども、町内を走ります i バスに導入するかどうかなど、こういったことも検

討しまして、町内のバス事業の効率化、また町民の利便性の向上に努めてまいりたいと思って
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おります。 

○議長（清水滿） 樋口議員。 

○11 番（樋口功） 特に路線バス、長電牟礼線の道路は旧国道 18 号線でありまして、現在は県

道 60号線、あるいは町道となっていますけれども、今も昔も飯綱町と長野市を繋ぐ両自治体に

とってなくてはならない道路です。ここを走る路線バス、長電牟礼線について、さらにこの連

携協議を進めていただき、今後も継続運行できるよう期待しているところです。よろしくお願

いいたします。 

長電牟礼線の活性化策などについて、いくつか提案をしながら質問をさせていただきたいと

思います。その前にこれまで触れなかった、しなの鉄道北しなの線について少しお話をさせて

いただきたいと思います。 

去る６月１日の信濃毎日新聞に、しなの鉄道 17年度決算の記事がありました。会社としては

３期連続黒字で輸送人員は前年度比 0.6 パーセント増の 1,478 万 2,000 人で、軽井沢方面の好

調が際立っているとのことですが、北しなの線は 0.6 パーセント減の 440 万 7,000 人で、２年

連続で減少したとありました。ここの玉木社長は、人口減や行事が少ない中で微増にとどまっ

た。駅を中心とした活性化の取組など地元の努力も大きいと述べております。 

牟礼駅につきましては、建物の清掃等管理、それから駅前周辺における駐車場の整備、やぎ

駅長の施策、イベント列車の企画・運行、ラッピング列車の企画など、飯綱町しなの鉄道活性

化協議会ですとか、飯綱町牟礼駅マイレール応援団をはじめ、多くの皆様が関わって乗降客が

少し増えたというお話も聞いております。現状維持さえ難しい中、様々な活性策が功を奏して

いるのではないかと思っております。 

しかしながら、その３日後の新聞ですが、６月４日の信濃毎日新聞では北しなの線の今後に

ついて楽観できないとしています。沿線人口の少なさ、冬の豪雪といった宿命ともいえる条件

があり、北しなの線の経営環境は厳しいとまとめておりました。最後に、町の大動脈として維

持する努力をしていくと峯村町長のお話で記事を締めくくっております。 

今後はこれまでの様々な施策に加えまして、駅南側にロータリーなどの整備も計画されてい
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ます。町長に新聞の関係もありますので、もしお話しいただける部分がありましたらお願いい

たします。 

○議長（清水滿） 峯村町長。 

〔町長 峯村勝盛 登壇〕 

○町長（峯村勝盛） お答えを申し上げます。信濃毎日新聞の記事については、インタビューを

受けた中で発言をしたことでございますので、そのとおり内容ですが、やはりどう考えても首

都圏からのアクセスの良さ、これをうたうには長野駅に新幹線で着いて、そこからしなの鉄道

に乗って 20分で牟礼駅まで来ますという、この売りはやはり非常に他には無い大きな１つの利

点だと思っています。 

そういう中で、駅前等々の整備は今、地方創生事業で進めさせていただいておりますけれど

も、しなの鉄道の玉木社長さんともお話をする機会がよくあるわけでございますが、１つは北

部高校の存在が私どもにとっては大きく、しなの鉄道の利用としては非常に大きいものがござ

います。地元の住民以外は近隣市町村から皆さん電車を使って登校されている。今のところ 300

人を超える、一クラス 120 人前後で学生が推移していますので、何とかこれは維持をしていく

ということも大事だと思っています。 

全体で利用のお客様が減るという中で、花火大会を５月の第３土曜日に開催し、非常に天気

も良かったせいか大変出足が良くて好評でございました。余談でございますけれど、できれば

もう少し花火が上がって欲しかったというお話をいただきましたが、本当に素晴らしかったし、

電車を利用されて来たお客様も結構いらっしゃったというお話を聞いております。 

そういう意味では、電車を降りた後の第２次交通と言いますか、そういうものをきちんと確

保してあげれば、通勤ではなくて、いわゆる交流人口と思われる、一概に観光客とまでは申し

ませんけれども、そういう皆さんのご利用というものをこれからはやはり意欲的に考えていか

なければならないと、そういう取組をしようと思っています。 

長野電鉄のバスの広告で、飯綱町の花のシーズンには毎日長野駅からバスが１往復し、日帰

りツアー客を募集して、花の良いシーズンの時には驚くほどお客さんがバスに乗って来られま
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した。そういう意味では、飯綱町が魅力のある場所ということもある程度感触を得ましたので、

いろいろなこれからのイベント等々においても、しなの鉄道を絡めた、またはバス利用を絡め

た、そういう計画を作っていくようなことをして、ともかく電車を維持していきたいと思って

います。 

電車も来ない、バスも無い、こういう町で何とか若い人たちに来てもらって人口を増やして

いこうとしても、なかなか無茶な要望だと思いますが、もっと積極的に誘客、乗降客の増加を

図っていきたいと思っています。 

○議長（清水滿） 樋口議員。 

○11 番（樋口功） 午前中の瀧野議員からの紹介にもありましたが、町ホームページに、「いい

いいいいづなマガジン」と言うんですか、これがアップされました。 

内容は、今年４月に東京から赴任されました地域起こし協力隊員の眞鍋知子さん、この方に

よる飯綱へのアクセスは意外に便利。時間を取るかお金を取るかあなたはどちらを選ぶ、町か

ら山へと移り変わる景色をゆったりと楽しむローカル線の旅と題しまして、しなの鉄道北しな

の線を走る電車の説明、長野駅から牟礼駅までの車窓から見える風景、写真と説明が記載され

まして、この記事を読み見した人は牟礼を目指して列車に乗ってみようかな、こういう思いで

あろうと素晴らしい内容です。私たちはいつも見慣れている風景。地元の人には気が付かない

素晴らしい風景をこのように企画をしてくれたことが非常に有り難いことだと思っております。

いずれにしましても、乗客、客数がこれら施策によりまして少なくとも現状維持ができますよ

う願うところでございます。 

さて、話を元に戻しまして、バス路線の長電牟礼線は、長野駅と牟礼間を１日に 12往復で運

行しています。ほぼ１時間に１往復の運行は、地域集落にとって恵まれた環境であるというこ

とは言うまでもありません。しかしながら、平成 26年、利用客の減少により運行法人長野電鉄

から不採算に伴う廃止申入れがありまして、これに対して町は、路線が通勤、通学、買物、通

院等のための町と長野市街地を結ぶ重要な生活路線との認識の下、27年から赤字補填、28年度

は 826 万円、今年度の予算では 950 万円、特別交付税措置ということで予算計上してあります
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が、この間、その赤字補填が少しでも削減するために町当局の努力によりまして、平成 29 年

10月から、いわゆる貨客混載運送による運行が開始されました。 

この貨客混載方式については、今年３月 16日、第 196回国会、地方創生に関する特別委員会

で梶山国務大臣から次のように説明がありました。 

例えば、飯綱町における住み慣れた地域に住み続けられる町形成事業ということで、貨物運

送会社と地域のバスとの連携を図ることで、買物代行機能を含む貨客混載バスの導入、効率的

な公共交通の運用をすることで、役場庁舎から中心駅までのエリアを核とした地域の活性化を

目指す取組をしていただいております。正に国としても注目をしているシステムと言えます。 

そこで、このシステムの実施はまだ８か月程度しか経ておりませんが、現状と今後の方向性

についてお聞きしたいと思います。 

○議長（清水滿） 徳永企画課長。 

〔企画課長 徳永裕二 登壇〕 

○企画課長（徳永裕二） それではお答えしたいと思います。国会でのことまでご説明をいただ

きまして大変ありがとうございます。 

議員からお話のありましたとおり、貨客混載事業でございますけれども、本事業につきまし

ては平成 29 年 10 月からバス事業者であります長電バスさん、それから運送事業者であります

ヤマト運輸さん、この連携の下に実施をされてきているところでございます。 

この現状でございますけれども、まず荷物の扱い個数をご説明させていただきたいと思いま

すが、昨年 10 月、11 月につきましては概ね 500 個程度の荷物を運んでおります。12 月に入り

まして、お歳暮のシーズンということで 700 個を超える荷物が運ばれております。また、１月

はシーズンが過ぎ若干落ち込みまして１月、２月、３月と 300 弱という状況でございます。昨

年半年間で 2,500個ほどの荷物を運んだという実績となっております。 

今、申し上げましたとおり、この貨客混載バスにつきましては、長電バスさんとヤマト運輸

さんの契約により行われているということもございまして、あまり詳しい手数料のシステムな

どは把握していないところでございますけれども、今後の方向性というところにもなってまい
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りますが、長電バスさんにつきましては、この１年間でこの貨客混載事業で約 100 万円程度の

利益が出るという試算もされておりますので、今後は牟礼線の赤字補填、今、長電バスさんに

しておりますけれども、この赤字補填についてはこの分減ってくるのではないかと期待をして

いるところでございます。 

○議長（清水滿） 樋口議員。 

○11番（樋口功） 過日、テレビ東京系列全国番組、これで「ローカル路線バス乗り継ぎの旅」

というテレビ番組が再放送されました。ご覧になった方も多いと思いますけれども、日本各地

の路線バスを使った旅番組で、全体で 25 回放送されましたが、その 18 回目に歌手の太川陽介

さん、それから漫画家の蛭子能収さん、その時一緒に行かれた女優は野村真美さんという方で

すが、３泊４日、421キロ、静岡の御殿場から長野、直江津の旅が放送されました。要するに、

ローカル路線バスだけを使って目的地に行くという番組ですけれども、その旅の３日目に、と

りあえず飯綱町に向かえば何とかなるとの思いで、乗り継ぎに苦労しながら長野駅近くのバス

停で降りた３人はバス路線を探すことになりますが、運よくアルピコ交通の駅前案内所前で下

車しまして、その案内所の人が長電牟礼線を知っていたために２分の間隔の飛び乗りで、この

バスに乗ることができました。 

牟礼営業所まで乗り継ぎまして、翌日、飯綱病院から黒姫駅行きの長電バスで旅を続けたと

いうことでございますが、この間、長野市若槻の田子池付近を走る風景、あるいは飯綱営業所

でのこの先のバスを探す風景、それから駅、役場周辺の風景などが放映されました。このこと

は大げさかもしれませんけれど、長電牟礼線はもとより、飯綱町を広告料なしで全国にアピー

ルしたというふうにも言えます。 

初回放送当時は長電牟礼線が赤字路線で、ちょうど長野電鉄から廃止の話があった時期であ

ります。もし廃止されていればこの番組は成り立たず、従って、先ほどの飯綱町紹介は無かっ

たということになります。番組の３人は、この先県境で少し歩きますけれども、無事路線バス

を使い、乗り継ぎ、直江津に到着をしました。 

町のホームページの町へのアクセスを見ますと、東京方面から先ほど町長がおっしゃったと
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おり東京駅、長野新幹線、長野駅、その次が少し問題です。ＪＲ信越本線牟礼駅、これはお気

付きのとおりＪＲ信越本線ではなく北しなの線です。これは訂正していただく必要があると思

いますが、訂正をしていただく際には、路線バス、長野駅から牟礼を追加記載してはいかがで

すか。 

また、観光協会ホームページの丹霞郷へのアクセス、これに牟礼駅からタクシーで 10分とあ

ります。路線バス、長電牟礼線で約 10分も記載してはどうでしょうか。ちなみに隣接する観光

農園のアクセスは、長野、牟礼駅それぞれから路線バスを使うように案内をしております。 

長電牟礼線のバス乗り場は長野駅善光寺口にあります。どこの場所だか分かりますか。常時

利用している人は駅から善光寺口に出て、右側の長野電鉄入口付近５番線にあることを知って

います。ところが駅前のバス停乗り場案内地図などの掲示板には、牟礼行きですとか牟礼方面

の文字は一切ありません。地図に小さく 12系列線が示されておりまして、上の方に「牟礼」と

小さく書いてあります。肝心の牟礼行き５番の案内は権堂方面とあるだけです。 

また、掲示板の下に音声案内があり、５番のボタンを押すと吉村方面であります。その先の

一切説明がありません。バスの行き先が牟礼なのにです。５番乗り場に行って、その掲示板を

見ると吉村方面とありますが、ここも同じように「牟礼」、あるいは「牟礼方面」の文字は無く、

単に時刻表に小さな文字で「吉村」、「牟礼行き」とあるのみです。 

そこで、町長に提案、質問します。今ある長野駅における長電牟礼線の案内は、１日 12往復

の路線バスの適切な表示とはとても思えません。せめて、駅前の掲示に５番権堂の後に「飯綱

町牟礼方面」と表示、または音声案内「飯綱町牟礼方面」に改善すべきだと思います。赤字路

線であればこそ、しなの鉄道同様、長野電鉄もその解消に少しでも関係自治体と一体となって

努力するべきではないかと思います。長野市、あるいは長野電鉄など、関係部署への検討の依

頼をお願いしたいと思います。 

○議長（清水滿） 峯村町長。 

〔町長 峯村勝盛 登壇〕 

○町長（峯村勝盛） お答えを申し上げます。私もそのバスはよく利用しております。東京駅７
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時 20分のかがやきに乗り込みますと、８時 47分頃に長野駅に着いて、確か８時 55分、最終の

長野駅発の牟礼行きバスが出るわけですけれど、長野電鉄のＭＩＤＯＲＩのすぐ近くの５番乗

り場、私も「牟礼」という表示が無くて頭にきました。長野電鉄に文句を言おうと思っていた

わけでございますけれども、よくよく聞きますと、残念ながら電鉄で作ったものではなくて長

野市さんで作製をしたようでございます。いくら隣近所と言っても、やはり隣の自治体のこと

は忘れてしまうのかと少し寂しい思いもありましたけれども、今回、70歳以上のＫＵＲＵＲＵ

のバスというようなものも連携中枢でやっていく良い機会ですので、是非、あれは本来の昔の

スタイルの表示板にするよう強く働き掛けていきたいと思っています。 

○議長（清水滿） 樋口議員。 

○11番（樋口功） いろいろ申し上げましたが、町は定期券の補助ですとか、それから町内同額

料金の実施、75歳以上の方の割引延長の計画など、様々な施策によりまして乗客数の確保を図

っています。 

これからも町の公共交通が少なくとも現行維持できますよう私も願いまして、この質問を終

わりにいたします。ありがとうございました。 

○議長（清水滿） 樋口議員、ご苦労様でした。 

 

     ◎散会の宣告 

○議長（清水滿） これにて一般質問の通告者は全て終了しました。 

ここでお諮りします。 

明日７日から 18日までの 12日間、本会議を休会したいと思います。 

ご異議ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（清水滿） 異議なしと認め、明日７日から 18日まで本会議を休会することに決定しまし

た。 

19日の本会議は議事の都合により、会議規則第９条第２項の規定により、会議時間を３時間


